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1 はじめに

近年、地球環境保全の動きが世界規模で進行しており、産業界へも急速に加速してい

る。中でも、産業廃棄物の環境汚染やその処理問題は、解決が急務とされる重要課題の

一つである。

日本では、大量廃棄社会から循環社会への転換を図るため、政府が平成12年4月に

廃棄物の削減及び再利用のための基本理念をまとめた循環型社会形成推進基本法案が

臨時閣議で決定され、 5月9日衆議院本会議において可決、 5月26日参議院で可決・

成立し6月2日に公布された。

この基本法は、増え続ける廃棄物の排出削減や再利用を促すとともに不法投棄を防止

する事をめざしており、生産者と廃棄物の排出者の双方に廃棄物処理に関する責任を明

記し、生産者には使用済み製品を一定の範囲で回収・再利用するととを義務付けている。

この基本法の理念に沿って、各省が個別の廃棄物を対象に処理方法を定めた法案を取り

まとめており、その特徴としては、製品を生産し、廃棄物を排出する企業の処理責任を

重くしたことである。

以上のように、種々の循環型社会関連法案が検討されており、電線・ケーブルに関し

でも循環型社会に適合した製品の開発が急務となった。

現在の使用済みの電線・ケーブルの処理は、銅・アルミについてはほぼ100%がリ

サイクルされているのに対して、被覆材はおよそ30%程度しかリサイクルされていな

い。このうち、一般市中から回収される篭線・ケーブルの被覆材のリサイクル率は20%  

以下となっており、被覆材の多くが埋め立て処分や焼却処分されている現状にある。

そこで、電線各社によって、電線・ケープ、ルが廃棄処理されたときに環境に与える影

響を抑えた、鉛やハロゲンを含まず、耐燃性を有し、リサイクルし易い材料で構成され

た「EM電線・ケープ、ル」が開発され、汎用的に使用されている主な電線・ケーブルに

ついて、日本電線工業会規格（以下「Jc S」という）が制定された。 EMとは、エコ
マテリアル（Ecomaterial)及び耐燃性の意味で、日本電線工業会で統一的な記号とし

て採用したものである。

その後、平成14年10月以降に主要4品目のJI S規格が制定され、「EMJに代わ

り新たな記号として「／FJが採用された。

「／FJは、耐燃性（ただし、ハロゲン元素を含まず低発煙性のもの。）を意味する。

なお本技資第13 1号Bの改正事項は、下記①～③に示す3項目である。

①J I S規格制・改正に伴う記号の変更，試験方法（発生ガス酸性度，発煙濃度）

の変更。

②資料 7～1 0，及び資料 1 7に示す各種特性データの追加。

③資料 1 2の見直し、追記。
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